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〈目的〉

日本海における早期のスルメイカ魚群分布と密度、海洋環境を把握することにより、スルメイカ

の本県沿岸海域への来遊機構を明らかにし、本県し、か釣漁業関係者に漁況予測情報を提供すること

によって、いか釣り漁業の効率的な操業を推進する。

〈試験研究方法〉

図 1に示した調査地点において、試験船開運丸 (208トン)で 3"""'9時間のイカ釣り操業と CTD

による水深 400m以浅の水温・塩分観測を実施した。

0調査期間及び調査海域

4月 :4月 13日"""'21日(日本海:山陰~能登半島沿岸)

5月:5月 10日"""'18日(日本海:能登半島~佐渡ヶ島沖合)

11月 :11月 2日"""'3日(日本海:青森県~北海道渡島半島沿岸)

〈結果の概要・要約〉

4月の操業点でのスルメイカの CPUEは 0"""'0.7 (尾/機/時間)であったが、 5月は能登半島沖合と

佐渡ヶ島沖北側の沖合の操業点で CPUEが1.2"""'6. 9 (尾/機/時間)、 11月は青森県沖合で CPUEが 9.8

(尾/機/時間)と高い値が得られた(図 2)。また、漁獲されたスルメイカ外套背長の組成は、 4月

が 6"""'20cmの範囲でモードが 12"""'13 cm、5月が 9"""'20cmの範囲でモードが 13"""'14cm、11月が 16"""'

23cmの範囲でモードが 18"""'19佃であった(図 3)。

〈今後の問題点〉

・スルメイカ漁場と海洋構造との関連性についてより詳細な解析が必要である。

〈次年度の具体的計画〉

・平成 21年度からは調査点や操業点は固定し、 4月の調査では能登半島沖合~大和堆の海域、 5月

は佐渡ヶ島・能登半島沖合~大和堆~秋田・青森沖合から沿岸、 10月は青森県沖合の海域で調査

を実施する。

・能登半島以南の海域での情報については、各府県試験場の調査結果や(社)漁業情報サービスセ

ンターの情報などを使用して、漁業者へ提供する。

〈結果の発表・活用状況等〉

・八戸・大畑の中型イカ釣船漁業者や東通村や小泊・下前の小型いか釣船の漁業者を対象に、各地

域で「今季のスルメイカ漁況Jtこ係る情報提供を実施した。

・試験船開運丸による調査・操業結果について、随時、八戸漁業用無線局を通じて中型・小型し、か

釣船へ情報提供すると共にウオダス(漁海況情報)で公開した。
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〈主要成果の具体的なデータ〉
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図2 スルメイカ漁場形成早期予測開発問査操業地点と操業結果
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